
書式第 12号 (法第28条関係)

令和 5年度 事 業 報 告 書

特定非営利活動法人 どんぐリパン

1 事業の成果
●障害福祉サービス事業所とし、就労継続支援 B型 22名 、生活介護 12名 の方へ日中支援サービスを
行った。度重なる物価高騰による費用削減により、取引先の発注数が減少したが、取引先の増減によ

る大きな変化はなかった。弁当価格の見直し、新規取引先拡充や新型コロナウィルス感染症が 5類感
染症に移行されたことでここ数年見送りとなっていたイベント販売も徐々に再開されたこともあり、

売上額としては最高益となり、利用者平均工賃も昨年度を大きく上回ることができた。
●法人出張所としてカフェ事業を行っていたが、東京都の基準見直しに伴い、9月 末で閉所した。
●利用者ミーティングの日を設け、工賃のしくみや働くことについて学び、意見を出し合う機会を設け

ることで利用者間の良い刺激となり仕事への意欲やチームワーク向上へとつなげることができた。
●近隣中学校の職場体験受け入れ再開やこども食堂を通じて障害への理解促進のための啓発活動を行
った。
●今後も工賃維持をしていくために工賃アップセミナーを受講し、全職員で共有化を図り、課題を抽出
し解決に向けて取り組む仕組みを作りだすことができた。作業アセスメントを作成し、支援力向上に

努めている

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【82,0001千円)

事 業 報 告 用

足款に記載
された
事業名

事業内容 日日寺 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

障害者総合
支援 法 に基
づ く障害福
祉 サー ビス
事業

就労継続支援B型事業
<パン部門>
障害者とスタッフによる
パンの製造・販売を行った。

通年 法人事業所 10人 24人 22人 42,341

障害者総合
支援 法 に基
づ く障害福
祉 サー ビス
事業

く弁当事業>
障害者とスタンフによる弁
当の製造・販売を行った。 通年 法人事業所 11人 24人 22人 11,982

障害者総合
支援 法 に基
づ く障害福
祉 サー ビス
事業

<カ フェ部門>
カフェにて障害者とスタッ
フにより接客・販売を行っ
■

9月
まで
法人出張所 3人 3人 2人 3,925

障害者 総合
支援 法 に基
づ く障害福
祉 サー ビス
事業

② 生活介護事業
<焼き菓子部門>
障害者とスタッフによる
焼き菓子の製造・販売を
行った。

通年 法人事業所 11人 16人 12人 17,940

<弁当事
障害者と
当の製造
買い物を

業 >
スタッフによる弁
・販売・容器回収・

行った。
通年 法人事業所 11人 16人 12人 2,217

障 害者 総 合
支援法 に基
づ く障害福
祉 サー ビス
事業

く公園清掃>
多摩市から公園清掃業務を
請け負って、障害者とスタッ
フが、公園清掃作業を行っ
■゙

通年 多摩市内の

公園 3か所
11人 16人 12人 150

障害者総合
支援法 に基
づ く障害福
祉 サー ビス
事業



障害者総合
支援 法 に基
づ く障害福
祉 サー ビス
事業

<健康維持のための活動>
ス トレッチや歩行などを主
に利用者の健康維持のため
の活動を行った。

通年 法人事業所 11人 16人 12人 0

障害者総合
支援法 に基
づ く障害福
祉 サー ビス
事業

<受注ポスティング事業>
障害者とスタッフによる
受注作業とポスティング作
業を行った。

通年 法人事業所 11人 16人 12人 685

障害者総合
支援 法 に基
づ く障害福
祉 サー ビス
事業

③ 指定特定相談支援事業
利用者が自立した日常又は

社会生活を営むことが出来
るよう、意向を聞き取り関係
機関と連携 しながら計画相
談を行った。

通年 法人事業所 2人 35人 35人 2,074

そ の他 目的
を達成す る
た め必要 な
事業

④ 啓発活動
障害者への理解促進のため
の啓発活動として、子ども食
堂 (軽食配布 )、 ひとり親家庭
への夏季・春季休業中のお弁
当宅配、フー ドパントリーを
行った。ボランティアとして

運営に多数参加 していただ

き、啓発としての成果が上が
つている。

通年 法人事業所 23人 1473人 1473人 686
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活動計算書
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令和5年度 会計貸借対照表

令和6年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 どんぐリバン

科   目

272.363.515

ll.962.823

012

431

157.592.175

158,876.619

291,182

39,779,781

118,168

2,153.335

330,749

145.856

717.600

32,780

22,000

12,396.531

45,830

1,260

29,159,350

10.362,864

696.435

0

2,134,770

735,532

91.595.4341

105.533.8801

150.0001

50.0001

1.070.6701

4.361.6711

6.114.6541

20,399,2821

153,230.501

4,361.674

6.114.654

20,399,282

169,201,764

△ 36,839,071
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1.257,953

1,406.515

2
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車両運搬具
工具器具備品

土地

建設仮勘定

出資金

差入保証金

敷金

退職給付資産

工賃変動積立金積立額

設備等整備積立金積立額

2固

轟舗当金

Ш 正味財産の部

工賃変動積立金

設備等整備積立金

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

負債及び正味財産 合計

資産の部 合計

.三

=:■
H‐ ―

固定負債合計

負債の部 合計

正味財産合計

正味財産の部 合計

Π 負債の部
1流動負債
買掛金

未払給与

未払金

預り金

仮受金

(中 円 )
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令和5年度 財産目録
令和6年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 どんぐリパン

(単位 :円 )
科   目 金   額
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流動負債合計

2固定負債
長期借入金  東京厚生信用組合 小平支店
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固定負債合計

負債の部 合計

[E味財産

294,182

72.264
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330,749

145,856

717,600
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12,396,531

45,830

1,260

29,159,350

10,362,864
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0

2,134,770

735,532
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105,533,880

150,000

50,000

1,070,670

4,361,674

6,114.654

20,399,282

1,953,521

7,344,832

1,257,953

1,406,515

2

153,230,501

4,361,674

5S,068,072

272,363.545

ll,962,823

157.592,175

328 1.31 617
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158,876.619

Ⅱ 負債の部
1流動負債
買掛金

未払給与

未払金

預り金

仮受金





書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法 し パ ン

氏   名

1
篠崎 裕子

2
濱田 清吉

3 松原 友子

4
高橋 賢

5
中野 和子

6
堤 信子

7
岩崎 孝枝

8
佐々木 朋枝

9
三代川 幸代

10
上野 洋子

11

12

|

|

|




